
（
火
災
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
）

（
火
災
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
）

第
七
十
八
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
発
電
用
原

子
炉
施
設
を
設
置
し
た
工
場
又
は
事
業
所
に
お
い
て
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設

（
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
四
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
て
、
第
百
十
一
条
第
一
項
第
六
号
の

性
能
維
持
施
設
が
存
在
し
な
い
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
か
ら
第
八
十
一
条
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。）の
保
全

の
た
め
の
活
動
（
消
防
吏
員
へ
の
通
報
、
消
火
又
は
延
焼
の
防
止
そ
の
他
消
防
隊
が
火
災
の
現
場
に
到
着
す
る

ま
で
に
行
う
活
動
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）を
行
う
体
制
の
整
備
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
七
十
八
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
発
電
用
原

子
炉
施
設
を
設
置
し
た
工
場
又
は
事
業
所
に
お
い
て
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設

（
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
三
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
て
、
第
百
十
一
条
第
一
項
第
六
号
の

性
能
維
持
施
設
が
存
在
し
な
い
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
か
ら
第
八
十
一
条
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。）の
保
全

の
た
め
の
活
動
（
消
防
吏
員
へ
の
通
報
、
消
火
又
は
延
焼
の
防
止
そ
の
他
消
防
隊
が
火
災
の
現
場
に
到
着
す
る

ま
で
に
行
う
活
動
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）を
行
う
体
制
の
整
備
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

﹇
一
〜
八

略
﹈

﹇
一
〜
八

同
上
﹈

（
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
）

（
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
）

第
八
十
二
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
次
に
掲
げ

る
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
に
関
す
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三

十
四
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
八
十
二
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
次
に
掲
げ

る
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
に
関
す
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三

十
三
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

﹇
一
〜
八

略
﹈

﹇
一
〜
八

同
上
﹈

（
貯
蔵
）

（
貯
蔵
）

第
八
十
四
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
発
電
用
原

子
炉
施
設
を
設
置
し
た
工
場
又
は
事
業
所
に
お
い
て
行
わ
れ
る
核
燃
料
物
質
の
貯
蔵
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
措

置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
四
第
二
項
の
認
可
を
受
け
、
全
て
の

核
燃
料
物
質
を
廃
止
措
置
対
象
施
設
か
ら
搬
出
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
八
十
四
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
発
電
用
原

子
炉
施
設
を
設
置
し
た
工
場
又
は
事
業
所
に
お
い
て
行
わ
れ
る
核
燃
料
物
質
の
貯
蔵
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
措

置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
三
第
二
項
の
認
可
を
受
け
、
全
て
の

核
燃
料
物
質
を
廃
止
措
置
対
象
施
設
か
ら
搬
出
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

﹇
一
〜
五

略
﹈

﹇
一
〜
五

同
上
﹈

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

（
保
安
規
定
）

（
保
安
規
定
）

第
八
十
七
条

﹇
１
・
２

略
﹈

第
八
十
七
条

﹇
１
・
２

同
上
﹈

３

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
四
第
二
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
認
可
の
日
ま
で
に
、
当
該

認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
廃
止
措
置
計
画
に
定
め
ら
れ
て
い
る
廃
止
措
置
を
実
施
す
る
た
め
、
法
第
四
十
三
条

の
三
の
二
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
認
可
を
受
け
た
保
安
規
定
に
つ
い
て
次
に
掲
げ
る
事
項
を
追
加
し
、
又

は
変
更
し
た
保
安
規
定
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
同
様
と
す

る
。

３

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
三
第
二
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
認
可
の
日
ま
で
に
、
当
該

認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
廃
止
措
置
計
画
に
定
め
ら
れ
て
い
る
廃
止
措
置
を
実
施
す
る
た
め
、
法
第
四
十
三
条

の
三
の
二
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
認
可
を
受
け
た
保
安
規
定
に
つ
い
て
次
に
掲
げ
る
事
項
を
追
加
し
、
又

は
変
更
し
た
保
安
規
定
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
同
様
と
す

る
。

﹇
一
〜
二
十
七

略
﹈

﹇
一
〜
二
十
七

同
上
﹈

﹇
４
・
５

略
﹈

﹇
４
・
５

同
上
﹈

（
保
安
規
定
の
遵
守
状
況
の
検
査
）

（
保
安
規
定
の
遵
守
状
況
の
検
査
）

第
八
十
八
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
四
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
は
、
毎
年
四
回
行
う
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
四
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
係
る
検
査
に
あ
っ

て
は
、
廃
止
措
置
の
実
施
状
況
に
応
じ
、
毎
年
四
回
以
内
行
う
も
の
と
す
る
。

第
八
十
八
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
四
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
は
、
毎
年
四
回
行
う
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
三
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
係
る
検
査
に
あ
っ

て
は
、
廃
止
措
置
の
実
施
状
況
に
応
じ
、
毎
年
四
回
以
内
行
う
も
の
と
す
る
。

﹇
２
・
３

略
﹈

﹇
２
・
３

同
上
﹈

（
廃
止
措
置
と
し
て
行
う
べ
き
事
項
）

（
廃
止
措
置
と
し
て
行
う
べ
き
事
項
）

第
百
十
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
三
第
一
項
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
廃
止
措
置
は
、
発
電

用
原
子
炉
施
設
の
解
体
、
核
燃
料
物
質
の
譲
渡
し
、
核
燃
料
物
質
に
よ
る
汚
染
の
除
去
、
核
燃
料
物
質
又
は
核

燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
廃
棄
及
び
第
六
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
放
射
線
管
理
記
録
の
同
条

第
五
項
の
原
子
力
規
制
委
員
会
が
指
定
す
る
機
関
へ
の
引
渡
し
と
す
る
。

第
百
十
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
三
第
一
項
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
措
置
は
、
発
電
用
原

子
炉
施
設
の
解
体
、
そ
の
保
有
す
る
核
燃
料
物
質
の
譲
渡
し
、
核
燃
料
物
質
に
よ
る
汚
染
の
除
去
、
核
燃
料
物

質
又
は
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
廃
棄
及
び
第
六
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
放
射
線
管
理
記

録
の
同
条
第
五
項
の
原
子
力
規
制
委
員
会
が
指
定
す
る
機
関
へ
の
引
渡
し
と
す
る
。
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